
MIA 学生のための国際理解講座 2026

子ども について考えよう

世界と日本の

10月14日（水） 18:30-20:30

バングラデシュの働く少女～児童労働を考えよう～

認定NPO法人 シャプラニール＝市民による海外協力の会 支援者コミュニケーション部長

第

２

回

10月21日（水） 18:30-20:30

外国につながる子どもたちの課題を考えよう

NPO法人 青少年自立援助センター（YSC）グローバルスクール統括コーディネーター

第

１

回

● 対  象 ：大学生・大学院生・専門学校生
● 参加費：無料
● 定  員 ：各回1８名（先着順）※どちらか1回のみの参加も可能です
● 場  所 ：武蔵野市国際交流協会(MIA)会議室
● 申  込 ：各回2日前までにホームページよりお申込みください

国際協力や多文化共生の第一線で活躍するゲストスピーカーから、普段聞けない現場の声
を聴けるチャンスです！子どもたちを取り巻く社会課題や取組みについて理解を深め、
私たちができることは何か、考えてみませんか。お気軽にご参加ください！

◆お申し込み・お問い合わせ◆
 （公財）武蔵野市国際交流協会（MIA）

東京都武蔵野市境2-14-1スイング 9階
 (JR武蔵境駅nonowa口／北口徒歩1分) 
TEL 0422-36-4511
ホームページ https://mia.gr.jp

参加者
募集中

ゲストスピーカー：ピッチフォード 理絵

ゲストスピーカー：髙階 悠輔

地域の学校に通う外国にルーツを持つ子どもたちが増えています。言葉の壁、
勉強への不安、アイデンティティの葛藤など、子どもたちが直面する困難は
決して小さくありません。外国につながる子どもたちの最新動向と抱える課題、
YSCの取組みなどをお伝えします。子どもたちがそれぞれの背景を強みに変え、
自分らしく未来を切り拓いていくために何が必要か、一緒に考えてみませんか。

南アジアのバングラデシュには、家事使用人として雇われ、1日中働く少女たち
がいます。彼女たちには、学校で学んだり、友達と遊んだりする子どもらしい
時間はなく、外からの目が届かない「家の中」で、人知れず権利を奪われてい
ます。国際協力NGOシャプラニールの活動を通じて、少女たちが働くバングラ
デシュの社会背景を知り、解決のためにできることを一緒に考えてみませんか。

お申込みはこちら
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